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学の立場から， マ ケティングやマ ケティシグ論をいかにみるべきかということをラ
イト・そティーフとして書かれたJ (同書， 6頁〕本書において教授はまず， いわゆる
マーケティング論が「国家独占資本主義白下における企業活動の主体的論理」であり
(同書， 247頁コ， そしてそのようなものであるかぎり，それは「客観的法則を内容とす
る『理論』ではbりえない」 ιと(同書:， 221頁〉を完膚なきまでに暴露されております。
さらに教授はマ ケテインタを鮮済学の研究対象としてみた場合「それは単なる商業資
本の運動ではなく，国家独占資本主義りもとにおいて， w計画化』を要求された， 生産
過程に機能する資本をも含んだ個別資本の運動」としてとらえなければならないものと
され， その通勤の各局面に相応する企業のマ ケティング諸活動の解明に努めておられ
るのであります。 ただこり部分については，さきの批判的部分ほど叙述が完壁であると
は正直いって申しあげられないのであります。珠玉のような示唆が随所にみられるので
ありますが『商業経済学概論』や『貿易商社論』のような完L成された体系をここに求め
ることはできないのでありまして，それが， 教授が本書は「わたく L自身にとってもー
ワの入門書であるJ (同書， 6頁〉といっておbれる所以であろうかと思われます。
つまりマ ケテインク経済論の体系化ほな台後日の課題と Lて残されだわけでありま
す。不幸にして教授の多忙はその実現を妨げたのでありますが， 教授の関心はこ乙を放
れたわけではありません。現にこの春，わたくしが名目上の監修者となり， 教授門下。
若いマーケティング研究者が中心となってまとめあげた Iマ ケティング経済論・上巻』
にたし、して，教震は御渡欧前の多忙のなかにありながら3 早速懇切な書評を寄せて下さ
ったのであります。そのなかで教授はさらに下巻の成果に期待するといっておられます。
にもかかわらずわたくしたちはこれを生前教援におみせすることができませんでした。
返えす返えすも残念であります。 いまはただ教授が心を残されたにちがいないこの分野
での研究を一歩でも三歩でもおし進めることが，われわれ後進にとって， 教授の学恩に
報いうるただ つの途であろうかと存じます。改めて教授の御霊前にこむことをお醤い
致Lます。
